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【目的】 

本研究では、「美魔女」「市場」「ルッキズム」

の 3 つのキーワードを中心に、現代日本の美

容市場における中年女性の位置づけとその社

会的意義を明らかにする。「市場」は、経済的

側面として「美魔女現象」がどのような市場形

成に寄与するかを検討し、また「美魔女」は単

なる流行としてだけでなく、特定の社会的現象

として生じる理由を考察する。 

さらに、「ルッキズム」というイデオロギーを通

じて、「美魔女現象」が現代日本社会でどのよ

うに関係し合っているかを明確にし、同時に美

容産業が身体に対する文化的価値観にどのよ

うに影響されているかを探る。特に、女性の外

見に対する規範がどのように歴史的に確立さ

れたのか、またその規範が現代の「美魔女」現

象にどう反映されているのかを考察する。 

本研究は、「美魔女」が単に美を再定義する

だけでなく、社会的期待やジェンダー規範を再

構築し、中年女性に新たな美の基準を提供す

る可能性を持つことに注目する。しかし、同時

にその背後には伝統的な年齢・性別規範の維

持や商業的な利用という問題も内包されている。

この現象が日本社会において支持され続けて

きた理由を解明することは、現代日本のジェン

ダー規範、消費文化、中年女性像の再評価に

おいて重要な意義を持つ。 

本研究を通じて、「美魔女現象」を分析するこ

とで、ジェンダーと消費文化の交錯や社会的規

範と個人の主体性のダイナミクスを理解する枠

組みを提供し、現代日本社会における中年女

性の役割や価値の再評価を目指す。 

 

【背景】 

日本の美容市場は、近年急速に拡大してお

り、中年女性を主要なターゲットとする傾向が

顕著になっている。化粧品、エステ、美容医療、

アンチエイジングといった分野において、中年

女性は消費主体として重要な位置を占めてお

り、その背景には少子高齢化や女性の社会進

出がある。特に、家庭や仕事での役割を果たし

つつ、自身への「自己投資」を重視する中年女

性が増えていることが、この市場の成長を後押

ししている。 

こうした状況の中で、「美魔女」という概念が

登場した。「美魔女」とは、2009 年に雑誌『美

STORY』で提案され、年齢を重ねても若々しさ

と美しさを保つ女性を指す。この言葉は、2010

年に開催された「第一回国民的美魔女コンテス

ト」を契機に広まり、メディアや広告で頻繁に取

り上げられるようになった。「美魔女」は単なる

美容トレンドにとどまらず、中年女性に対する

新しい美の基準として社会的に定着した。 

しかし、この現象の背後には、外見至上主義

であるルッキズムの影響が存在している。ルッ

キズムは、女性に対して「若さ」や「美しさ」を維

持することを求める社会的プレッシャーを生み

出し、とりわけ中年女性に矛盾した基準を押し

付けている。「美魔女」という概念は、中年女性

の加齢による外見の変化を否定的に捉える風

潮の中で生まれ、その背景には美容市場の成

長やメディアによる影響が密接に関連してい

る。 

さらに、テクノロジーの進展により、美容に関

する情報は容易に取得可能となり、美意識は

個人の選択を超えて社会的規範として強化さ

れつつある。中年女性は、こうした美容市場や

メディアの影響を受けながらも、「美魔女」という

新たな社会的カテゴリーを形成する主体として

の役割を果たしている。この現象を通じて、現

代日本社会が女性の美をどのように評価し、そ

れが社会や個人にどのような影響を与えるの

かを明らかにすることが求められている。 

 



  

【方法】 

本研究は女性美と身体文化に関わる先行研

究（２次資料）を渉猟したうえで、新聞、雑誌、

広告などの１次資料を蒐集・分析して、検討を

進める。 

 

【結論】 

本研究は、「美魔女」現象を通じて、中年女

性のルッキズム、社会進出、美容市場との関

連を明らかにすることを目的としている。「美魔

女」の登場を社会的背景の中で捉えることで、

現代日本社会における中年女性の位置づけを

浮き彫りにした。特に、「若さ」と「年相応」という

矛盾する期待に縛られた中年女性は、ルッキ

ズムの影響を受け、新たなダブルバインドを象

徴している。また、美容市場やメディアの役割

を通じて、「美魔女」イメージの商品化と消費促

進がどのように行われるかを考察した。この現

象の形成には、女性誌やメディアが果たす役

割が大きく、社会的規範や外見至上主義が中

年女性に特定の規範を内面化させるメカニズ

ムを確認した。これにより、個人の選択という表

面上の自由が、実際には社会的規範に基づい

ていることが明らかになった。本研究は、これら

の社会的規範や価値観が現代社会に広がる

影響を示唆しており、その重要性を理解するこ

とが求められている。さらに、今後の課題として

は、実証的なデータを用いた分析を行い、「美

魔女」現象がどのように形成され、拡大したの

かを具体的に探求することが必要である。また、

さらに深い分析を進めることで、この美魔女現

象が社会に与える影響をより広範囲に理解す

ることが求められる。今後の社会的課題へのア

プローチにおいて重要な一歩となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


